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半世紀のアホウドリ足環標識

昭和7年4月の始め，

私は東京芝浦港より出

帆する小笠原への定期

船「チーフ丸J （約

3,000トン）に乗り込ん

だ。との目的は，八丈

島と小笠原群島との中

間に浮ぶ孤島の鳥島で，

世界で初めてアホウド

リに足環標識を行なう

ことであった。

東京を出帆して十数

時間後，書店は鳥島沖に

停泊した。鳥島には船

.~"i'尊重子守

がつける港が無い。島の産物であるカツオ節

を積んで群が漕ぎ出し帰りに食糧（おもに

米）を受け取るのだった。この鮮に便乗させ

てもらって，私はようやく島に上陸すること

ができた。

鳥島は本州よりもだいぶ南に位置している

ので媛かく．年中青草が育っていた。この草

を食べさせて牛（ホルスタイン種）を育成す

る放場が東京の人によって営なまれていた。

その事務所に泊めてもらい，世話になること

になった。書店カミ小笠原に往って帰ってくるま

での豹1週間に，パンディングを行なわねば

ならなかった。

島に上陸した当日の夕方，事務所の板張り

山田信夫

の部屋に敷かれた布団に体を横たえ，眠りに

入ろう左した時，縁の下からも押入れの下の

ほうからも， f？ル・タル・タル・タゥート

・クゥートj と言った，鳥とも獣ともつかぬ

怪しい声が，カサコソと小さいものがうごめ

くような音とともに聞こえてきた。その原因

をつきとめたいと思いながらも，朝からの鼓

れに，まぶたはすっと落ち，意議Iま薄れた。

翌朝になって昨夜の物音の原因がはっきり

した。それは，録の下や付近に生えているハ

チジョウススキの株かげなどに，無数と言え

るほど多く巣穴を堀ってすんでいるオースト

ンウミツバメだった。暗くなってから島に帰

ってきた時のひと騒ぎであった。



バンディングは手早く行なう必要があった。

それで，当時島でもっぱらカツオの漁によっ

て生活を営んでいた漁夫のかた10名ほどに協

力を依頼した。この純朴な人たちは，快く手

伝ってくれた（写真）。

バンディングをするためには，まず．烏を

捕えなくてはならない。これらの人たちと一

列横隊をつくり，ザラザラと足もとにくずれ

る火山灰の斜面を踏みしめながらハチジョ

ウススキの抹かげに隠れるようにして．鳥群

に近づいた。およそ50メートルにも近づいた

かと思われる時．鳥群は危険を感じてか．急

に斜面を駆けおり始め．飛び立つ態勢に入っ

た。忌早一刻の猶予も許されない一一私たち

は烏群を押し包むように広く展開して駆け寄

りカツオ漁の時に用いる手綱をアホウドリに

特集

被せ， I羽ずつ捕えて脚に足環を装着しす

ぐに放してやった。

こうして，アホウドリ 30羽，タロアシアホ

ウドリ 10羽，コアホウドリ 10羽に足環をつけ

た。この作業カ鞍ョたのは4月9日の夕方で

あった。この時，鳥島にはまだ数百羽のアホ

ウドリがいた。しかし翌年4月に再訪した

時．禁猟区指定前の駆け込み捕獲により．数

十羽に減ってしまっていた。

その後 f絶滅jが伝えられた。幸い．少数

が生き残っていることがわかり．最近，少し

ずつ増えているという。逆に，無数にいたオ

ーストンウミツパメは鳥島から姿を消してし

まったとのこと。こよの半世紀の出来事を長り

返ると実lこ感概漂い。

マーキング法 の工 夫

他国の事情については詳しくないが，わが

国では鳥に足環や頚輸をつけたり，羽色に着

色したりするマーキングは，しばしば熱い議

争の火種になる。マーキング実行者l"i，標識

をつけることによって野生の鳥の生活が深く

理解されるようになると主表する。反対者は，

鳥がかわいそうだという素朴な啓、情論，標識

のついた鳥を見てその鳥がすでに誰かの手に

触れてしまったことに対するショ 7 タとそれ

に起因する復雑な感情論．標識がつけられる

と野生の美しさがそこなわれるという審美諸，

などを表明する。反対論を表明する人は，時

として”特権的’研究者に対する不信を暗に

述べる。

怠たち人間の場合，まずおたがいに名前を

知りあってから観しい交際が始まる。しかし

全員が名札をつけたり，背番号を背負された

り，色わけされたりすることになったらたま

らない。人聞と鳥との関係も同じように考え

られよう。むやみに鳥を生け捕りにして標識

し放鳥すればよいというのではなく，鳥に

迷惑をかけず，傷つ付ず，研究の目的に最も

適した7 ーキング法を工夫すべきなのである。

研究者の地道な努力と観察家の協力によって．

これまてに野生動物の移動や社会組織，生活

史など．生き生きとした姿が明らかにされて

きた。そのなかでどのような創意・工夫がな

されてきたのか、新たな工夫や着想へのヒン

トが得られることを祈って．ここに苦心作の

一部を公けにしてもらう。

ついでに，以下，他の動物群のマーキング

技術について参考書をあげておく：

伊藤嘉昭・村井実（ 1977 ）動物生態学研

究法，古今書院．特に上巻第皿章．

S tonehause, B. (ed.)( 1978) Animal 

Marking: R田 ognition Marking of Animals 

in Research. 257開・

Southwo叫， T.R.E.( 197 8) Ecological 

Methods. 2nd e由．特に pp.70 92.（昆

虫について解説）

（長谷川博｝

l . tillくて丈夫なカラーリング

一一ビニール被覆銅緩の利用

福田道雄

校や岩などによく足をぶつ付る鳥や，足の
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短かい烏にはビニール被覆銅線製のリングが

合っている。これは電気配線用の製品で，色

は赤，黒，青，黄，白，緑などがあり，緩の

太さもそろっている。

足の太さ（局囲）より 1.5 cm くらい長め

に銅緩を切る。両端のビニールだけを約 6nm 

切りとり，その銅線裸出部を折返して装着す

る。太い銅線を使う場合，折返しが難しいの

で，ビニールの外環を主主きとり， これに適当

な太さの銅線を通し直して使う。また一本の

線に何色かのビニール環を組合わせて入れて

もよい。

銅線が太くなる左リングが変形しないので，

麗突起にひっかからないように大きさを十分

に吟味すること。特に，雛iこパンディングす

る時に注意。リングの幅は太いものでも 2～

3 mm程度なので， 多数のリングがつけられ，

非常に多くの色組合せが可能である。変色は

ほとんどない。カワウでは， 9年目のものが

なおこのリングで個体識別できる。

~~~－~~：霊主主士十一

占圃~
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2. 簡単に自作てきるカラーリング

福田道雄

極化ピニール・カラープレイトを使って，

カラーリングが簡単に自作できる。極ピ板は

少し大きい文具店あるいは工具店などで市販

されている（厚さ 1mm  以上のものは自作が

困難）。色は赤，白，黄，青，録，黒，置，

黄緑，空色などと数も多い。ピンクはすぐ退

色して白となるので注意。

まず， リングの大きさと同じ太さの心俸を
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作る。リングの幅に合わせて，プレートを組

長く切る。これを湯につけて柔らかくした後，

心俸に巻きつけ，それを凧糸か細い針金で画

定し，水につけて冷せばでき上りである。 1

～2回巻けば十分である。メンデ 4ング時，

硬質ビニール用接着剤をつけるとよい。

色があざやかで．退色がほとんどなく，丈

夫（オナガガモで4-5年は脱落しない）が

特徴である。接着インキで数字も書ける。た

だしょく枝や岩に足をぶつける烏では，寒

い時などにけ欠ける場合が多u、。

3. 羽毛の染色

福田道雄

烏の体を染色した標識はよく目立ち，足を

見るのが撃しい場合の多い鳥では有効である。

白い羽を持．つ烏では利用範囲が大きい。染色

剤には各種あるが，ここでは筆者が謁査した

ピタリン酸について述る。ピクリン酸はアル

コールで溶解して．布などで塗る。鳥を放す

アルコ ルが十分蒸発してからがよい。のは，

アルコールは燃料用で十分だ均九ピクリン酸

は特級の方がし、い。

染色後，数日間は賓光のある黄緑で，その

後蜜光がなくなり次第に赤味が増し， 1か月

くらいでオレンジ色に近くなる。その後はほ

とんど変色しない。水鳥類では，水につかる

部分を中心に割合落ちるので，何度も丁寧に

塗ること。粘膜蔀にはつげないように。

染色標色は，個体識別がほとんどできなく，

また換羽によって全く消失する。なお，オナ

ガガモ雄では，胸の白い羽を染色しても，社

会行動にはほとんど最多響はなかった。

4，尾羽の一部をカヲトするーーチユウヒ

中川富男

現在チュウヒで，標識個体の確認を容易に

するため，尾羽の一部をカ 7 トする方法を用

いている。ヒナの尾羽が 10～15cm( 3l～35 

齢）に伸びた時，尾羽の中央4枚（両端は内

側のみ〉を先端から5, 6 cmの所で羽軸を

残してカ 7 卜する（図）。
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野外では．旋回，方向転換等で尾羽を広げ

た時に容易に確認でき， 10か月を経てもカッ

ト時と変わらない状態で観察できている。ワ

シタカ類や，カラス等で有効と思われる。

注意すべき数点をあげておく。

1 ）尾羽が仲びている最中にカフトするため，

羽敏は残す。

2）尾羽中央 2枚のみカ 7 トでは，尾羽を全

開した時しか確認できない。

3）瞬間的に判断するため複雑なカ 7 ト（個

体識別）まで行なっていない。

4)自然換羽との識別に注意する。自然、換羽

では深〈，カァト個体では浅く見える。

5. 羽訟に異なる色の羽をさし込む法

中村浩志

風切羽や尾羽の羽軸は．中が空洞になって

いる。捕獲した烏のこれらの羽の羽軸をカァ

ターナイフで斜めに切り，中の空洞に異なっ

た色をした羽をさし込むことにより，野外で

の個体識別の一手段として使うことができる。

私は，ハシポソガラスを捕獲した折，尾羽の

l本にニワトリの白い羽をさし込み，瞬間祭

着剤アロンアル77でぬけないようにして放

鳥し野外て咽体識別している。

ただし鳥は換羽するので，この方法によ

る識別は長くて 1年間しか持たない。色足環

などに比べると．染色羽を用いるとか，さし

込む位置を違えるとかして，野外でより目立

ちやすくすることができる治主あくまで一時

的な縞助手段である。色足環をつける折，こ

の方法を併用すると便利でし I う。

6.反射テーフーの利用一一アオパズタ

大庭照代

アオバズクの各個体は．胸の斑の模様－顔
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付き・音声（論文執筆中）が異るが，昼光

薄明・暗閣を問わず識別するには特別な方訟

が必要である。入手が楽で安価なことを条件

に，反射塗料の利用を考えた。反射塗料は徴

細なガラス玉を含み，これを単層均一に塗布

したときにのみ高率な反射が得られる。素人

にはこの作業は建しい。そこで，シンロイヒ

暢技術部の助言を得て，反射テープをアルミ

ニウムの私製足輸（ Bmm幅）に巻く方法に

した。まず足績を鳥に装着してから，足舗の

幅に切りそろえたテープを空気を入れぬよう

に二重に巻き上げた。反射テープは接着後の

蚤傷等身に強く，小さな傷が主主大することは

ない。色教は赤黄白緑青の五色あり，昼はも

ちろん，夜間も強力ライトを使うと 50 mの

距離で十分に使えた。但し黄と白，最と青

の反射光は見分けにくかった。有効期間は不

明であるが．烏に装着して 1年後でも，また

風雨日射にさらしておいて5年後でも，効果

に変わりはなかった。

7. 反射テ－ 7・の利用ー←タマシギ

米国重玄

反射テープを首循または雨おおいに張りつ

け，反射テープの色（白黄赤青緑）および形

で個体を識別する。

巣内および巣の周辺での行動観察のために，

次の 2つの方法を使っている。

1 ）弱い光源（ 3 W くらいの電球）を巣から

少し離して（ 5～10 m ）固定し，ブライン

ド内においた自動車用パァテリーと接続す

る。

2 ）強力ライトのように焦点のある光源を三

脚に固定して手許におき， 1分間隔で約5

秒間巣を照らし，抱卵鳥の有無を確認する。

1 ）の方法は，巣内外の行動観察はできる

が，非常に邑が疲れる。 2）の方法では巣へ

の出入り以外のデータはほとんどとれない。

8，アカゲラにつけた肩タグ

石田健

材料は，スコフチ・プラスチ "7!lテープ

( 19mm巾），ダイモテープ（ 6 mm巾），
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方向からでも判読できる。出生年ごとに色を

変える。成果は上々で，今後の謂査がたのし

みである。大形の鳥ならどんな種にも適用で

きるだろう。どのように見えるかを知りたい

なら拙著「アホウドリ」（平凡社）を参照。

加工は永井恒製作所（ 03449 7552）に依

頼，材料は直接輸入。彫刻のしかたにもよる

が加工単価は忌低 250円とみておくとよかろ

水糸（ナイロン製〉と瞬間強力接着払水系

は雑貨屋にある。作り方は，まずプラスチ 7

クテープとダイモテ←プを適当な長さ（アカ

ゲラで約3cm）に切り，接着面同土をはり合

わせ角をとる。ふちを瞬間強力接着剤で補強

した後，場によせて7四 n位の間隔で小穴を

2組4ケあけ水糸（ 20 cm位）を2本，たて

に通す。装着するときは，水糸を肩にまわし

：て少しゆるめにしばり，結び目を瞬間強力接

着剤で補強した上で余分の糸を切り捨てる。

アカゲラ雄の左肩につけて l年以上たつが，

繁殖活動も正常に行ない，飛期その他の行動

に支障は見られない。ダイモテープの色落tう
はなくかなりよくみえる。種によって，長さ

だけでなく幅も調節するとよい。もっと幅広

のテープもある。

書
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9.番号入り色足環ーーアホウドリ

長谷川博

野外で効率よく個体識別できるなら，観察

や研究にはずみがつく。アホウドリは体が大

きいので足環を小さくする工夫は不要。だが，

3～4才で出生地に帰り，おそらく 7～8才

で繁殖を始め，その後長く生きる（確認最長

は今までのところ20年）から，耐久性のある

足環を作ることが何よりも重要。また，海上

での標識にも役立つように目立つものを作る

必要がある。現在利用しているのは，アメリ

カAlmac プラスチブク社製2層プラスチフ

ク板に， 3桁のアラビア数字を2か所に彫り，

まるめたもの。数字は一通りにしか読めない

組合せとする。 2か所に彫っているのでEの

フ。

10. ラジオテレメトリ

書

米国重玄

小型の部品を使用し，消費電流を減少させ

ることにより（ 2. 5 gの電池を使い全体で4

g弱）， 2ヶ月開発信させることのできる送

信療を作ることができるようになった。なお

受信可能距離は200m～500 mであった。

これで少し大きめの小鳥の行動を追跡できる。

作成法や単価，周辺機材については，直接筆

者あて連絡をとって下さい（山階鳥類研究所

標識研究室）。

11. カワガラスのマーキング

江口和洋

カワガラスは水中へもぐり，通常近接して

の重量察が困難で，体色ヵ：黒褐色で白立ちにく

いといった特徴をもっ。このため，標識とし

ては飛期時にも確認でき，退色しにくく，脱

落しにくいといった条件が必要である。現在

までに， l ) 1×2 cmの反射テープをテグス

で首から下げる， 2）反射テープのスボァト

を数個頭部に瞬間接着剤でくっつける， 3)

ベイントマーカーを頭部にぬりたくる， 4)

Hi塔hes社製のカササギ用足輪を2～3個と

りつける，といった 4つの方法を試みた。

1 ）の方法は，よく目立って，飛期待にも

確認できるが， 1週間ともたなL、。 2）は 1)

ほど目立たず， 1週間もたない。 3）も目立

つが， 1ヶ月以上たつと痕跡のみになり，色

の判別ができなくなる。結局， 4)の方法が

確認に時間を要しても，最も持続性があり実

用的である。現在，足輪とベイントマーカー

しか使っていなし、。

r
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12. ガン類のマーキング

呉地正行

標識調査（山階鳥研と共同）の一環として

1981年からガン類のマーキングを行っている。

標識放鳥したヒシタイとマガンにはすべてプ

ラスチフク製の首環と足環をつけている。装

着法は，、クチョウ類と同様で，足環のっけ方

で成鳥と幼鳥を区別できるようにしている。

首環，足環の色はヒシタイヵ：黄色，マガン

ヵ：青色で，首環には文字と数字で3桁の番号

が刻んである。これらの標識は野外でも目立

つので，標識鳥はほぼ全数が発見されているc

特に黄色の標識はよく目立つ。ビタ担ン厳

（黄色）による下尾筒（白色）染色も試験的

に行っている。結果は良好で密集した群れの

中でも比較的容易に発見できる。今後は下尾

筒と白額部（マガン）の特定の部分（右側ま

たは左側など）を染色しその組合せで個体

識別を行うことも検討しているc 距離があり

首環の番号が判読不能の際にはこの方法は有

効と思う。テレメトリーの使用も考えており，

飼育鳥での実験では良い結果を得ている。こ

れを用いれば標識鳥発見の効率化と夜間，早

朝，薄暮時の調査が可能となる。

13. ユリカモメへのマーキング

須川恒・大槻史郎

京都の鴨川て喧冬するユリカモメに 1979

年よりマーキングを行なっている。主主初はハ

ト用やHughes社のカラーリングを2～ 3個

組みあわせて個体識別を行なった。しかしカ

ラーリングの脱落や説色があり，米国Almac 
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社のプラスチフクシート奏で写真のような足

環を作って 1982年より使用している。プラ

スチ 7 タ加工業者にシートの切断と刻印をし

てもらい（ 1枚 20円）， 自分で丸めている。

装着の際はホカロンであたため，スナァプリ

ングプヲイヤーで拡げ，アロン・アルフ 7で

補強の接着をしている。環境庁リングの番号

の下2桁と対応させてアルファベァトや数字

を決め，縦に 3方向からわかるように刻印し

ている。リングの向きにより読みとりにくい

場合もあるが，他地域に飛来した場合の目立

ちやすさや得られた情報の確度は高い。調査

結果の一部は須川｜恒（ 1984 ）月刊海洋科学

16:194 198に，標識鳥の観察依頼文はア

ニ 7(1984)3月号，野鳥（ 1984)4月号

にある。発見された場合はよろしく。

長量近入手しにくいようだ。

雪量

・鳴き声パターンによるカヲコウの個体譲別

百恵洛・中村浩志

捕獲が困難な種や悪影響力：心配な種では，

外見的特徴等て咽体識別するしかないが，烏

で察しい事が多い。私達はカフコウでこの問

題に直面し，鳴き声によって個体を識別する

事を試みた。私達の調査地には普通にカッコ

ウと鳴く他にカァタウ，キャフコウなどと聞

える鳥がいて容易に識別できた。また録音す

ることによって声の高さ，時間間隔などを分

析し，同じように聞える声も個体差があるこ

とがわかったここの方法には欠点もあるが，

鳥に悪影響を与えないという利点があるご種

々の鳥で試していただきたい。



く世界の怠学者・ 3>

ドナルド・ S・ファーナー教授 中 村 司

私は， 1959年 9月からカリフォルニア大

学バークレー校の大学院で鳥学などを学ぶ機

会を得たが，文部省からさらに半年間の延長

が認められたので，ワシントン州立大学の7

7ーナ一教授（ Prof: Donald S. Farner) 

のもとで翌年3月まで研究に従事することに

な・った。 F教授の動物生理学研究室は，こじ

んまりして非常に機能的であった。鳥の生理

で共に有名なキング助教授（当時）と協同で

渡り鳥の体監肪や内分泌の研究が進行してい

た。弘は特に後者のプログラムに加わり，

ヤマシトドを良く設備された環境飼育室で一

定の日照や温度下で処理した後，鳥の復床下

部を組織化学的に調べる役割りを受け持った。

ところが脳の組織を固定する時は， うまく時

間を調整しないと昼食をとる暇さえない状態

で戸惑ったが， F教授はきびしく指導された。

宿舎から研究室に通う毎日，北国の秋の虹葉

の美しさを眺めることができた。との滞在中，

東大からこられた浦原春一博士や西ドイツの

オクシェ博士らと研究を共にすることができ

有意義であった。

何かの接会で 2度ばかり F教授の御宅に招

待されたことがあったが，教綬はいつも研究

の話で持ちきった。またその時，奥様がワシ

ントン州立大でドイツ語を教えておられるこ

とを知った。やがて北国の厳しい冬がやって

きたが，ホワイトクリスマスの美しい情景も

忘れられ血思い出のひとこまであった。こう

して半年間の楽しい研究生活を終え， F教疫

に惜しまれながら，日本からの要請を優先し

3月帰国した。

その後研究を通し論文交換や文通を続け

た。まもなく F教授はワシントン大学へ移ら

れ，キング助教授が教獲に昇格された。 19 

69年にF教授と小林英司教授がコンビナー

左なって，鳥の内分泌に関する日米科学セミ

ナーが東京で聞かれた。外国からの参加者の

中にはウオールフソン，キング，アフセンマ

7 シャー，ロフト，オクシヱ諸教授の顔が見

られた。 1974年の国際鳥学会ではカンベラ

で再会した。 F教授は，この年から2年間ア

メリカ鳥学会（ AOU）の会長を務められた。

さらに 1978年の国際鳥学会ではベルリン大

会の委員長になられた。この会では特に f鳥

の視床下部jのシンポジウムも主催された。

F教授はローレンア教授やマイヤー教授らと

共に全体会で特別講演され，渡りの生理にお

ける視床下部の役割を中心に熱っぽく話され

た。この後， F教穫主催のレセプシヲンが開

かれ，仲間や弟子たちが集まった。 1982年

の国際鳥学会はモスクワ大学で行なわれ，学

会でお目にかかったが， F教授は当地に何日

か前に来ておられたとのことだった。この時，

1983年のA0 Uの百周年大会仁できたら出

席したいとお答えしたが，果せなかった。こ

の会には黒田会頭が御一人参加された治人同

年は山階鳥類研究所の 50周年記念の年であ

ったため，同所研究報告の記念号に特別寄稿

を依頼したところ．病のためとう左う間に合

わず，次号への寄稿を約束して下さった。間

もなく f鳥類生理学における最近の進歩j と

題するぼう大な貴重な論文を御送りいただき，

15巻2号に掲叢された。

現在， Avian Biologyをキング教授と共

編しておられるが，鳥の生理，なかでも渡り

の生理では世界の指毒事者として活躍してこら

れたF教授の業績を称えるとともに，今後ま

すますご健康で，引続き研究面で各国の後輩

をご指導下さいますよう御顧い申し上げる次

第である。

日本鳥学会創立70周年記念出版

現代の烏類学

会員特価 3.400円（送料不要）

お申し込みは日本鳥学会へ

← 7-
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鳥学会近畿地区懇談会近況

当懇談会もいよいよ 6年目。 1982・83年

の例会の様子をお知らせします。（なお，い

ままでの経過は本誌必6・8・II・13をこ

参照下さい。）

。第 14回例会 1982年 3月22日

伊丹市労働福世会館 参加 29名

大迫義人：ナベヅルの越冬生態

山国信夫：樺太・台湾の鳥について

賀茂川鳥類譲査グループ：賀茂川の鳥類

一都市河川｜の環境特性と関連させて

第 3回鳥類譲話会の報告

1981年に始まった譲話会の3回目が，新

しくできあがった釧路市立博物館で2月25,

26日に行われた。北海道東部の鳥学会，野鳥

の会均員の有志の交流会も定着してきたよう

で，今回は 40名近くが参加した。 当初は交

流が主な目的であったが， 2回目からは研究

紹介もつけ加えた。今回の発表は次のとおり

である。川辺百樹：セグロセキレイの話題二

つ，高田勝：道東の野鳥，芳賀良一：十勝川

水系上流の河川性鳥類，画書巻裕蔵：道東にお

けるホオジロ類の分布，三浦二郎： 1983鳥

類標識調査結果と考声，知床横断道路鳥類調

。第 15回例会 1982年 9月25～26日 査。林田恒夫：記念講演，オーストラリアの

伊勢湾・神島 参加 10名 ツル。芳賀良一：日中ツル・シンポジウム報

明石全弘．ホオジロのことば

。第 16回例会 1982年 12月 19日

京都・日本イタリア会箆 参加 19名

別所伸二 オオミズナギドリの人工膨化・育

• 
百瀬浩：ウグイスの歌の繕造について

。第 17回例会 1983年 3月 13日

伊丹市労働福笹会箆 参加 15名

宮沢望 オオジふリ司ノのなわばり活動

伊量産信義：サギ類の就崎前集合について

小泉光也：トピの空間借造と箪の独立過程

。第 18回例会 1983年9月25日

大阪市自然史博物館 参加 18名

大迫義人：セグロセキレイのなわばり分布

樋口行雄：火力発電所構内樹林帯におりる鳥

類群集

川村多実二鳥類コレクション見学

。第 19回例会 1983年 12月 18日

京都大学楽友会館 参加 13名

別所仲二：：オオミズナギドリの人工飼育

須川｜恒：ユリカモメの越冬地における定着

過程

伊藤信義：コサギの冬燐に就絡したタロトキ

の 1例。本邦にお付るグロトキ生

息記録の集計

de 
口。

なお，第 4回談話会は三浦二郎氏のお世話

で， 1984年 10月養老子温泉につかりなが

ら行われる予定である。 （量産巻裕蔵）

Information 

r；毎鳥シンポジウム』の記録まとまる

昨年 10月に東大海洋研究所で催されたシ

ンポジウム＜ rニュースJ,K.12参照）の記

録が， f月刊海洋科学J16巻 4号に『海鳥J

特集としてまとめられました。海洋出版暢発

行，定価 1,500円，電話 03-230-1530（代），

〒102 東京都千代田区三番町 7 5 

Meeting 

鳥 学 会 例 会 1984年2月 18日（士）

東京大学農学部

＜講演＞鳥学海外の話題 タイ国の鳥類探

訪（森岡弘之氏｝ アメリカ鳥学会 100年記

念大会の様子

森岡さんは，主にジャングルの鳥の標本採

集を目的に，昨年9～ 11月のタイを訪れた。

タイの鳥相の生物地理的位置を解説後，パ

（上回恵介） タニからチェンマイまでの数ケ所でキャンプ
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を張り，ジャングルに入って調べた烏につい 参加者 1,15 0人余．発表は 20歳そこそこ

て銅製を見せながら説明された。また9月下 の人から92歳のデラクール氏まで364震と

旬には日本辺りから渡コて行くツバメ，オオ いう盛大な大会の様子を，プログラムを示し

ルリなどが見られたこと，地元のハンターに ながら説明。講演の内容を分類すると生態学

弾を 1発渡したら地上にいるハァカンと高い 関係が断然多く，次に生理，音声，行動が続

木の上にいるヒロハシを 1度にとってきた くとのこと。またA0 Uには学会誌 fAu kJ 

( ? ! ）話など被露された。マメハヤプサ， の他に 1920年から fAukletJという

キヌバネドリ，オオサイチョウなどの異国の コミ 7 ク（バロディ？）・オーニゾロジー誌

鳥の銅製を手に棄しいふんいきであった。 があり，その風刺的論文も紹介された。

ー黒田さんは，昨年9月26～30日にニュー 忌後は，その大会で黒田さんが発表した，

ヨークのアメリカ自然史博物館で行なわれた 太平洋の海洋鳥の分布の中間報告で結ぼれた。

アメリカ鳥学会（ AOU）の 100年記念大 （石田 健）

会に，日本からはただ一人参加された。

ザ掛掛掛掛掛掛前鍋榊酔掛省軸建前借掛掛前お精精舎前横書柑柑春先

発 事

草 地方鳥類誌リスト作成協力者 「文化財の蓄積及びその利用に資するた 要： 前号明意しました都道府県別鳥類誌 め，発行の日から 30日以内に，最良版 ! 
2の特集に際しては多くの方々のご協力を の完全なもの一部を国会図書館に納入し 杢

ミいただきました。紙面の都合上遅くなり なければならないj となっていて，同箆 : 

2ましたが，本号でご紹介しお礼を申し上 では出版物を集める義務があります。そ i 
司臨2げますo なお勝手なれ，りスト中に著 のため本ニュースレターですら， 3号か 主

ま・編者または発行者として明記されてい ら送ったところバ 7 クナンバーを請求さ ま

きる場合は併せていただきました。 れたくらいですo I 
I 清末忠人，黒田隆司・国立科学博物館 現在日本で出版物を完全に保存し利用 ! 
主分館，茂田良光，武石干量産．竹丸勝朗， できる所は同館しかありません（本学会 ~ 

E日本鳥類保護連盟，日本野鳥の会，長谷 はもちろん，鳥研や野鳥の会，保護連盟 主
3川博，樋口行佐北海道自然保護課，堀 などでも送られてきた本や雑誌を全部受 I 
S内盛一，御厨正治，宮城県環境保全課， けつけてくれる可能性はありませんー ま
ま鯛弘之，山階鳥類研究所 （敬称略） 保管できるスペースがない，整理する人 主
主 がいない）。発行がずっと以前でもかまま

ま 里会図書館への納本のすすめ いませんので，まだ未納の出版物（地図，ま

I 今回の地方鳥類誌リスト作成にあたっ 映画 レコードなども含む）がありまし ! 
主ては，国会図書館の蔵書は調べませんで たら下記へぜひご寄欝ください0 ミ
~ した。それはかつて~ljの件で同館を利用

＜納本先および問い合せ電話＞ 塁
手 した際，関係書がほとんどそろってなか

干100 東京都千代田区永田町 1 l O ;.. 
ま ったためで，その後多少事情は違ってい

一l 国立国会図書箆収集整理部収集票 主， るかもしれませんが．多分前号所収のリ

ぎストは完成できない思い払 ＜一般納本受入係＞ ! 
‘E ; ところが国会図書館法第 25条では， Te I 03-581-2311 ・内縁 409 ミ

ミ出版物を発行した日は．その発行者は （川内簿） t 
~ 

も掛掛横長輪寺長右前前帥長寺会建前前舗前情棋掛掛鍋掛前前融情前~
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例会の b 知らせ 本誌を見せて動物震へお入りくださt、

1984年10月27日 （土） 午後 2時開演～4時ごろまで

く鳥類研究におけるマイコンの利用＞

講演：鳥の渡り活動を測定するシステム．中村司氏（山梨大学｝．マイコンを使って鳥

の声を分析する。 高良真一氏（雁を保護する会）

短報（当日も受付けますので，スライドなどご持参下さい）

会場：上野動物園・動物園ホール（東京都台東区上野公園 上野動物園西薗 モノレー

ル下）

※ やむをえず講演の変更や中止をする場合があります。参加希望される方は， l O月

24～27日の昼間，テレフォンサービスをしていますのでご利用下さい。

電話番号 0484-62-7141 

＜幹事の分担変更＞

本年4月より本学会幹事の変動がありまし

たのでお知らせします。

編集：森岡弘之－鍾口広芳 庶務：唐沢孝一

く次号予告特集謂査・観察の小道具＞

会員の方からのアイデア募集の第 2弾！

日ごろから鳥の生態・行動・生理などの調

査・研究にいそしんでいる会員ならではの創

－吉井正，川内博・長谷川博（ニュース担当） 意工夫が，ちょっとした道具になされてはい

石田健（会合） 会計：：福田道雄・竹下信雄

．米国実

＜「現代の鳥類学』売れ行き好調＞

日本鳥学会創立 70周年記念の出版「現代

の鳥類学J（森岡・中村－樋口編，朝倉書店

発行）は売れ行き好調です。会員特価 3,400

円（送料不要）は 9月末日まで。振替用紙で

学会事務所まで申し込んで下さい。本は弱倉

書店から発送されます。

編集後記

ないでしょうか。

鳥が近くへ寄ってきすぎて，一般の双懐鏡

ではピントが合わない場合はとか，観察用具

の出入れの便利なザァタはとか，ちょっとし

た改造で便利になるカメラなど，実際に使っ

ているものを 400字（ 20×20）程度でご紹

介ください。写真・図なども加えて結構です。

く締切り 9月末日＞送り先〒 112 文京

区大塚5 40 l O 日本大学豊山高綾

川内博宛

数年前，上野の不忍池で初めてキムネオナガガモを見たときには，正直いって一瞬びっ

くりした記憶がありますc 研究者としては，より正確に，より確実にという気持ちが先立

つものですが，やはりー骨量感情としては決して喜こばれるものでないことは充分心得てお

く必要があると患います一一マーキングの工夫一一鳥学会ならではの企画と自負しており

ます。ご執筆者にお礼申し上げます。 （川内）
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